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【小学生たち】

数日間、親から離れ、
大自然の中で学生ス
タッフのケアの中で新し
い友達と出会い仲良く
なる体験をする。

【学生スタッフ】

これまで話すこともな
かった近所に住んでい
る子どもたちと出会い、
共に生活することに
よって仲良くなる経験を
する。

【小学生】

地域のお兄さんお姉さん
たちと仲良くなって地元
がもっと好きになる。

家族や学校の先生以外
の大人と交流をもつこと
によって良い成長につな
がる。

【スタッフ】

放課後クラブに参加して
子どもたちの勉強を見た
り、公園で一緒に遊んだ
りするようになる。

同じ被災地で生活す
る者同士で交流が生
まれる。

【小学生】

高校生、大学生に
なって今度は自分た
ちがスタッフとなって
地域の子どもたちに
積極的に関わってい
るようになる。

それぞれが大人に
なっていく中で、幼少
時代の思い出を共有
することによって自然
と地域のコミュニティ
形成がなされる。

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

小学生の時に
キャンプに参加
していた学生


